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「イルカ殺し」はなぜ悪い
－ドキュメンタ'ノー映画「ザ・コーヴ』の
思想史的背景をめく、る試論
信岡朝子
1．日本上映をめぐる論争
2010年4月、日本では、ある映画の上映をめく“って一つの騒動が巻き
起こっていた。事の発端は2009年秋、和歌山県太地町のイルカ漁を告発
したドキュメンタリー映画「ザ・コーヴ』が、東京国際映画祭で上映さ
れたことに遡る。日本のある地域で「密かに」続けられてきたイルカ漁
の残酷さを告発したとされるこの映画は、2009年1月に第25回サンダン
ス映画祭で観客賞を受賞し、話題となった1．同年10月に東京国際映画
祭で上映された際には、「隠し撮り」という手法や、イルカの血に染まっ
た入り江を映し出すラストシーンの演出などをめく、り、各方面で波紋を
呼んでいた。
そして､翌年の2010年3月、この映画は第82回アカデミー賞長編ドキュ
メンタリー映画賞を受賞する。前年12月に表明された太地町漁協からの
抗議2に呼応する形で、日本の配給会社側は、上映に先駆けて、映画に登
場する太地町漁民の顔にモザイクをかけ、テロップで注釈を入れるなど
の措置を講じていた。しかし､6月公開を目指す配給側に対し､4月に入っ
て右派団体が電話や街頭で上映中止を求める抗議活動を繰り返すように
なる。最終的に、7月3日から順次全国公開されることが公式発表され
るが、騒動を受け、上映館の数が大幅に縮小されるなどの混乱が広がっ
たo3
＊．＊＊
『ザ・コーヴ』という映画は、アメリカの写真家ルイ．シホヨス監督に
よるドキュメンタリー映画で、前述のように、和歌山県太地町で現在も
行われているイルカ漁を取り上げたものである。その内容については、
例えば以下のようにまとめることができる。
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謎のアメリカ人たちがマスクで顔を隠し、太地町を車で走る◎彼ら
が太地町に来たのは、そこでイルカの虐殺が行われていることを、
映像を通じて世界に告発するためだ。（中略）イルカ漁の現場となっ
ている入り江は､鉄条網が張り巡らされ､立ち入りが禁じられている。
入ろうとすると、地元の漁師たちが体を張って阻止してくる。そこ
へ潜入するためにフリーダイビングの達人が呼ばれ、秘密裏に撮影
するための機材をハリウッド映画の特殊効果技師に作ってもらい、
多くの機材を日本に運ぶため、大きなトランクを所持しているコン
サート・スタッフが招集された。
彼らが現場を視察し、作戦を練り、ついにそれは決行される。太
地町のイルカ漁の様子が暴かれるのだ。小さな入り江が真っ赤な血
に染まり、その中で漁師たちはそれでもイルカを鈷で突いたり叩い
4
たりする－。
日本での上映開始後、映画の反日的内容や強引な取材方法、過激な演
出や編集方法に対して、日本国内から様々な批判が寄せられた。中でも
この映画の問題点としてしばしば取り沙汰されたのが、映画の随所に、
事実の歪曲と表現の誇張が見られるという点である。
例えば、制作クルーが地元の警察に「立ち入り禁止区域に入らないよ
うに」と注意を受ける場面がある｡実際には、クルーらが侵入を禁止さ
れた小道には「落石注意」の立て看板があり、また別の立ち入り禁止場
所の山林には、「鳥獣保護区」と書かれた看板が置かれているのだが、日
本語の読めない観客には、進入禁止のための柵や鉄条網が、あたかもイ
ルカの追い込み漁が「秘密の儀式」として隠蔽されていることを示す「証
拠」のように見えてくる。また別のシーンでは、日本の警官が、不得意
な英語を使って撮影クルーに必死に話しかける様子が映し出されるが、
このシーンも、イルカ漁の「秘密」を守ろうとする警察組織が、外国人
クルーたちを追い払おうと威圧する場面であるかのように表現されるの
である5。
こうした非日本語圏の観客の「勘違い」を誘発するようなもう一つの
仕掛けが、映画の後半部分に、あたかもイルカ売買の現場と誤解されか
(2)
ねない形で挿入されている、築地市場でのマグロ売買の模様である。
吉岡映画の後半、築地かどこかの市場に大量にマグロが運ばれて
来て、次々に売れていくという早回しのシーンがありましたよね。
僕らはあれがマグロだとわかるけれど、欧米の観客は前後の脈絡か
ら判断して、あれをイルカだと勘違いすると思う。（中略）あの場面
はまったくフェアじゃない。6
こういった観る側の「誤解」を誘発するような編集方法に加え、この映
画の表現上の特徴としてもう一つ指摘されているのが、イルカ漁の問題
を、単純な勧善懲悪の物語として描き出しているという点である。
『ザ・コーヴ」が、典型的な善悪の物語になっていることは明白で
あろう。（中略）主人公の活動家リチャード・オバリーとその環境保
護団体のチームは、人目を避けるようにひそかに行われているイル
カ漁という悪事を暴き、この太地町の実体を国際捕鯨委員会(IWC)
に告発するヒーローとして描かれている。オバリーには、そのヴオ
イス．オーヴァ－によって自らの経歴、動機、内面を語り、他者に
ついてコメントする特権が与えられている。（中略）太地町の漁民に
はこれらの描写がまったくと言ってよいほど与えられていない。そ
の代わりに、彼らは沈黙を守りながら、警察権力に頼りつつ姑息に
事態を回避しようとするものとして描かれている◎7
このように、太地町の漁民が映画の表現上「沈黙」させられ、顔や姿が
見えにくい存在として描かれるという傾向は、日本語版製作に際し、プ
ライバシー保護の観点から、漁師たちの顔にモザイク加工が施されたこ
とによりさらに増幅されたという皮肉な事態も生まれている。「監督に
とって、モザイクがかかることはさほど都合が悪くないのでは。モザイ
クをかければかけるほど、漁師たちは顔の見えにくい存在になっていく。
むしろ悪役に仕立てやすくなるわけです」8．実のところ､イルカ漁は「も
ともとオープン｣に行われていた。しかし､外国人活動家らの｢執勧な撮影」
(3)
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により、次第に隠れて行わざるを得ない状況に漁師たちが追い込まれた
という経緯が、複数の論者から指摘されている9．
もともとは、浜辺で解体していたんです。当たり前のように、それ
こそ魚を解体するのと同じようにイルカを解体していたんです。そ
れを白人たちが来て、プラカードを持ってきたり撮影したりすると
いうことで、漁民たちも嫌になって「浜辺で解体するのは止めよう」
と。それで今は見えないところで解体しています。もともと隠して
いないんですよ。白人が来なかったら、そのまま浜辺で優雅に昔か
らやってることなんです。10
吉岡逸夫氏によると、太地町民たちと反捕鯨を訴える外国人たちとの闘
いは長く、かれこれ10年近くが経過している。太地の漁師たちは、「映
画で訴えられる以前にもうウンザリして」おり、また「しゃべればしゃ
べるほど映画の宣伝になるし、騒ぎが大きくなればなるほど、反捕鯨グ
ループを喜ばせることになる」ため、表だって声をあげることは今やほ
とんどない'1･こうした欧米人への不信感と、何を言っても相手の宣伝
になるだけという諦めの気持ちから、太地の漁師の声と姿はますます隠
され、それがさらに、欧米人の目から見た見えにくい相手の「不気味な
雰囲気」」2を助長するという、ある種の悪循環が生まれていることが読
み取れる。
では、この「ザ・コーヴ」という映画が製作された時代状況とは、ど
のようなものだったのだろうか。この映画が作られた背景には、北米を
中心に1970年代以降環境保全と野生動物保護への世界的関心が広まった
ことと、1950年代以降国際的議論を引き起こしてきた、日本の捕鯨問題
との関わりがあると言われる。実のところ､この映画は厳密には「イルカ」
の映画であり､IWCを中心に長きにわたって議論されてきたいわゆる「捕
鯨問題」との直接的な関わりは薄い。にもかかわらず､映画「ザ･コーヴ」
で描かれたイルカ漁と、国際問題としての捕鯨問題が直結して考えられ
る要因としては、まずイルカ漁を行う太地町が、古くから日本有数の沿
岸捕鯨基地として知られていたことがあげられる。自治体としての太地
(4)
町は､｢古式捕鯨発祥の地｣としてのPRを町の公式HPなどで積極的に行っ
ており｣3，観光名所として「くじら浜公園」や「くじらの博物館」など
が紹介されている。こうした積極的PRが仇となったのか、インターネッ
ト普及による情報流通のグローバル化に伴い、太地町は映画「ザ･コーヴ』
が製作される以前から、山田吉彦氏が言うように反捕鯨活動家たちに「狙
われた町」となってきた。中でも、反捕鯨活動の急先鋒である環境保護
集団「シー・シェパード」を始めとする動物保護団体により、漁網を切
られるなど度々襲撃を受けてきたのである側。このように、欧米の動物
保護運動家らの問では以前から鯨の町として「悪名高い」存在となって
いたことで、太地町で伝統的に行われてきたイルカ漁も、いわば後付け
的に糾弾の標的として選ばれたと考えられる。
また、「ザ・コーヴ』と捕鯨問題とのつながりには、上記に述べた環境
保護集団シー・シェパードが、この映画製作を資金的に後押ししていた
という別の状況も関わっている。例えば、映画にはシー・シェパードの
代表であるポール・ワトソンがコメンテーターとして出演しており、さ
らに映画の主演を務めたリック（リチャード）・オバリーは、長年イルカ
の保護運動に関わってきた経歴から、2003年にシー・シェパードが反イ
ルカ漁キャンペーンを行った際にワトソンらの活動に協力している。
このオバリーという人物は、かつての人気テレビドラマ『わんぱくフ
リッパー』の調教師として活躍していたが、5頭いたフリッパー役のイ
ルカのうち1頭がひどい境遇に疲れ果て、「意図的に呼吸を止めて」自
殺を図ったという出来事から、調教師としての地位を捨て、その後の人
生をイルカの解放運動に投じた人物と言われる15oそのオバリーが「主
演」する映画が、アカデミー賞長編ドキュメンタリー映画賞を受賞した
際、シー・シェパードのホームページには、「おめでとうザ・コーヴ」
(CongratulationstheCove)と書かれた横断幕と共に撮影されたクルー
たちの写真が公開され、受賞が祝福された'6．シー・シェパードは、イ
ルカだけでなく、アザラシや鯨類全般の保護を目指す団体として発足し
たが、近年の南極海域での日本の調査捕鯨を妨害する暴力的活動が記憶
に新しいこともあり、「ザ・コーヴ」という映画が製作されたこと自体を、
シー・シェパードの捕鯨妨害運動の一環と捉える傾向もあるようである。
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しかし、ここで疑問となるのが、「ザ・コーヴ』というイルカをテーマ
とした映画が、なぜ欧米を中心にこれほどの一大センセーションを巻き
起こし得たのか、という点である。そもそも、「ザ・コーヴ」上映騒動が
日本国内で持ちあがったのは、映画自体の強力なプロパガンダ性に加え、
この映画が、アカデミー賞を始めとする欧米圏での数々の映画賞を総な
めにしてきたという経緯がある。このように、国際社会で広く注目され
る映画であったからこそ、映画の題材となった太地町の人々や、ひいて
は日本という国家自体の国際的イメージにも多大な影響を与え得る存在
となり、その影響力に脅威を感じた多くの日本人が、映画の日本上映に
際して、各方面で抗議運動を繰り広げる事態となったのである。
その一方で、世界にはイルカ以外にも、絶滅を危慎される野生動物は
数多く存在する。しかし、そうした絶滅危‘倶種とされる動物すべてに対
し、『ザ･コーヴ」でイルカに対して表されたような、熱狂的なまでの「保
護熱」が表明されているわけではない。ここで「ザ・コーヴ」の成功の
もう一つの理由として言及されるべきは、2008年ll月、米大手ケーブ
ルテレビチャンネル「アニマル・プラネット」により、シー・シェパー
ドの南極海での反捕鯨キャンペーンやボランティア・クルーの日常を取
材したリアリテイ・ショー、WhaleWarsシーズン1の放送が開始され
たという点である。WhaleWarsという番組は、2011年の段階でシーズ
ン5まで継続され、その後、シーズン6が2012年夏放送開始と予告され
た17。いずれにせよ、この番組の成功を通じて、反捕鯨活動そのものを
テレビ･ショー化する動きが加速し、現在ではDVDやマグカップ､Tシャ
ツなどの様々なグッズがネット販売されるなど、反捕鯨活動自体は今や、
マスメディアを巻き込んだ巨大文化産業へと成長しつつある。
そして、このテレビシリーズによる成功の延長線上に、映画『ザ・コー
ヴ』の成功もあるわけだが、このWhaleWarsという番組にせよ、映画
｢ザ・コーヴ』にせよ、その注目度の高さは、他の動物ドキュメンタリー
と比べてもやはり極端に突出しているように思える。
こうしたイルカをめく”る特殊な熱狂については、日本側からも、以下
のような言及がなされている。
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世界中で捕鯨が行われてきたが、その捕鯨のスタイル、クジラの利
用の仕方、捕鯨の意味はそれぞれ違いますが、そのことに対する関
心がゼロなんです。唯一言っているのは、イルカは非常に理性的で
人間に非常に近くて、牛や馬とは違うということだけ。それは一つ
の見方だとは認めるけど、これを映画にするのは何なんだろうと思
う。18
また上記引用の著者は次のようにも述べている。「｢ザ・コーヴ」という
映画の背後には、製作者たちも漁師たちもあまり気がついていないと思
うけれど、ものすごく大きな思想的な問題が潜んでいるような気がして
いるんです。それは彼らが、「イルカが大事だ』と言っていることの意味
は何なのかということです」19。
こうした疑問を受けて本論では、今日の「イルカを保護する」という
行動に向けられた欧米的熱狂の背後にある思考的枠組みについて、特に
動物保護と人種にまつわる西欧的観念の歴史に注目する中で解析してい
きたい。WhaleWarsや映画「ザ・コーヴ」を通じて顕在化した、イル
カを含む鯨類を保護するという行為に向けられた欧米特有の熱狂は、い
かなる歴史的、思想的文脈の中で生み出されたものなのか。また、今日
見られるような、反捕鯨活動全体が文化産業化するという過程は、どの
ような思想的・文化的メカニズムによって後押しされているのだろうか。
こういった問いに答える中で、映画『ザ・コーヴ』をめく、る一連の騒動
が持つ文化的意義について、改めて整理し直してみたいと思う。
2人種概念と動物
ところで、西欧社会において近代的な意味での「動物保護」への動き
が確認されるようになるのは、18世紀末以降と言われる。本論では、ヨー
ロッパ全体の動物保護の歴史的動向を網羅することは手に余るため、こ
こでは主に、英米における20世紀に至るまでの動物保護の歴史について、
そのおおよその流れを概観していきたい。英米に注目する理由としては、
近代的な動物愛護精神の「先進国」として、世界でもいち早く法整備等
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がなされたのはまずイギリスであり、イギリスでの動物保護思想の形成
についてはすでにある程度研究が蓄積されているという背景がある。さ
らに、19世紀後半に北米を中心に制度化された近代的自然保護の思想と、
それを基盤として1970年代以降に北米からグローバルに波及していった
環境保護思想は、英国で形成された動物保護をめく、る思想の影響を少な
からず受けている。そして、映画「ザ・コーヴ」をめく、る諸言説におい
ても、これらの英米を主体として形作られた動物保護をめく”る近代的思
想が、複雑な形で影を落としていると感じられるのである。
＊ ＊＊
西欧における動物への眼差しの歴史を紐解く際、しばしば引き合いに
出されるのは、聖書に描かれたキリスト教的世界観である。特に旧約聖
書の「創世記』に描かれた、人間が自然界とそのすべての動物を支配す
る特権があることを示す記述の数々は、ヨーロッパ的な動物観について
の、一つの基本的な枠組みを提示するものと考えられてきた。
神は言われた。「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろう。そし
て海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、地を這うものすべてを支配させ
よう｡」神は御自分にかたどって人を創造された。神にかたどって創
造された。男と女に創造された｡神は彼らを祝福して言われた。「産
めよ、増えよ、地に満ちて地を従わせよ。海の魚、空の鳥、地の上
を這う生き物をすべて支配せよ｡」（新共同訳より）
歴史学者ジェイムズ･ターナーは、上記の『創世記」第1章第26-28節を、
動物の支配者としての人間という考え方を示す一つの例として引用して
いる。さらに中世史家リン・ホワイト・ジュニアは、聖書に表されてい
るキリスト教的な「人間中心主義」が、産業革命以後の、ヨーロッパ諸
国による急激な自然破壊の要因であるとする論文を1960年代に発表し、
注目を集めた20。
そうした「自然界の比類なき支配者であり、肉食する存在であること
を神から公認された」21存在としての人間像は、時代を経て、一つの大
きな転換期を迎える。特に現代の動物観につながる重要な転換点は、17
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世紀の啓蒙思想の時代、すなわち科学的研究が大幅に整備された時期に
見出すことができる。この時期、古代ギリシアの時代からの伝統を持つ
比較解剖学と生理学の発展により、ヨーロッパでは、生物の分類とその
多様性についての理解が進み、また人間と動物の身体的機能に様々な共
通点があることがより明白となっていた。さらに18世紀の初め頃にさか
んになった神経学的実験を通じて、動物の感覚器官の働きは、人間のそ
れとまったく同じであるという認識が定着するようになる。その上、19
世紀末の動物心理学や動物行動学といった新しい学問分野の進展は、動
物が人間に近い精神世界を備えているという認識を、ますます強固なも
のとした。
こうして、科学的見地から「人と動物の新しい類似点」”が次々と明
らかになるのに加えて、19世紀半ばには、動物と人間の近似性を示唆す
るもう一つの理論が登場することになる。「ヒトという生物がサルの仲
間から進化してきたことを示し、さらに、さまざまな人類の分化が生じ
た」23ことを説明したチャールズ．ダーウィンの進化論は、英国の動物
愛好家らの間で共有されている人と動物をめく、る想像力にも、大きなイ
ンパクトを与えた。
その一方で、上記のように科学を通じて「動物が人間に」接近する傾
向が加速していったのとほぼ同時期に、「人間を動物に」接近させるよう
な理論も次々と構築されていく。その一つが、近代的な意味においての
人種分類の試みであった。人種分類という営為は、すでに17世紀フラン
スではじまっていたとされるが､いわゆる「コーカソイド｣｢モンゴロイド」
といった用語を生み出し、世界の人種分類の体系に大きな影響を与えた
のは形質人類学の父、または頭蓋学の祖とも呼ばれるドイツの医学者ヨ
ハン・フリードリヒ・ブルーメンバッハ(1752-1840)である。ブルーメ
ンバッハは、それまで哲学的な推論でしかなかった「人種」概念を、よ
り実証的な研究へと発展させた。なかでも、「コーカシア(Caucasiae)」
｢モンゴリア(Mongolicae)」「エチオピア(Aethiopicae)」「アメリカー
ナ(Americanae)」「マレー(Malaicae)」という五変異(varietatis)"､
の分類を提唱し、それぞれの皮層の色を、「白色」「黄色」「黒色」「銅色」
｢黄褐色」と特徴づけたことで、その後、皮膚の「色」によって人類を分
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類するという方法の基礎を築いたのである。24
もっとも、啓蒙主義に感化された医学者としてのブルーメンバッハは、
人間同士の差異は、固定された人種ではなく「変異」であり、人類を明
瞭な境界をもって分類することは出来ないという立場をとっていたよう
である。その一方で、ブルーメンバッハより前の世代で人種分類を試み
たヨーロッパの科学者としては、スウェーデンのリンネやフランスのビュ
フォンをあげることができる。そのうちリンネは、「自然の体系」(1760)
という書物において、人類を4つの種に分類し、それぞれを以下のよう
に特徴づけた。すなわち、皮膚が白く、活気に溢れ、創造力に富んだ白
色ヨーロッパ人､赤っぽく、粘り強い気質の赤色アメリカ人（ネイテイヴ・
アメリカン)、皮膚が黄色で諺的な気質を持ち、柔軟性に欠ける暗色アジ
ア人、黒色の肌でずるく、怠惰で無頓着な黒色アフリカ人、といった分
類である。
このリンネによる分類は、皮膚の色を重要視しているのに加え、この
世のすべての存在がヒエラルキーをなし鎖のようにつながっているとい
う、いわゆる「存在の大いなる連鎖(GreatChainofBeing)」の世界観
に裏打ちされていた。この「存在の大いなる連鎖」という考え方は、18
世紀の科学界においても絶大な影響力を持っていた25。それによるとす
べての生物は、低位なものからより高位なものへという「進歩」の連続
した物差し上に位置づけることができ、そうした世界観をもとに、「黒
人がサルや類人猿と密接に関係があり、ことによると人と猿の雑種なの
だ」26と信じられたのである。ちなみにこの「存在の大いなる連鎖」と
いう観念は、ブルーメンバッハの理論からは慎重に除外されていた節が
あるが27、ブルーメンバッハの理論を基礎に、その後の科学者らによっ
て構築された近代的な人種概念の中には、脈々と受け継がれていくこと
になる。そして、この「存在の大いなる連鎖」に基づく人種主義は、前
述のように、例えば黒人たちを、神からアメーバへと続く鎖の中で、白
人に劣り、なおかつ高等霊長類に近い人種として見なすことを可能にし
た。
このように、「動物との近似性」によって人種間の線引きを明確にしよ
うとする試みは、他方では、人間という存在を動物の領域へより深く引
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き込むことにつながる。中でも、人間がより動物に近い存在であること
が解剖学的見地から理解されるに伴い、古代から「動物的な」資質とし
て考えられてきた「檸猛さ」あるいは「野蛮さ」といった要素が、人間
にも備わっているかも知れないという不安は、ダーウイニズムが浸透す
る以前から人々の問で広く共有されていた。
本来、動物という存在は、人間の視点から見て、檸猛かつ凶暴のよう
に思える一方で、見方を変えれば、慈悲深く愛情に溢れ、時に忠義に厚
い勇敢な友のようにも見えてくる。にもかかわらず、「動物的」と形容さ
れる要素は、しばしば、檸猛さや野蛮さ、凶暴さ、残虐性といった、暗
くネガテイヴなものに偏る傾向にあった。こうした認識は、例えば「斧
をもって「文明化された」白人を追いかけるアメリカン・インディアン
の『野蛮性」を強調する手法」が、実のところ、「個々人がみな内面に抱
く、強さ／弱さ、豊かさ／貧しさ、美しさ／醜さ、等々の断片を、自己
から払拭したい他者像、あるいは理想化された自己像として投影」28し
たものであるということと、同質の現象であると考えられる。すなわち、
人間自身の中にある好ましくないとされる要素を｢野蛮」として切り離し、
それを動物という「他者」に投影することで、互いの差異をより明確化
し、人と動物との間にある線引きをより強化しようという思想的戦略が、
動物に対するネガテイヴなイメージの形成にも反映されたと考えられる。
言い換えれば、動物と人間を区別するための思想と、欧米人と未開人を
区別するための思想とは、ほぼ同時期に、同様の思考パターンを基礎に
整備されたと推察されるのである。ジェイムズ・ターナーは次のように
述べている。
「堕落した｣､｢未開の｣､｢野蛮な｣､｢檸猛な｣､｢残忍な｣､｢非人間的な｣。
これらの同じ言葉が容易に野生動物にも適用できたのは偶然ではな
い。（中略）もし動物が器官も感覚も我々と同じ身体的性格を持って
いて、その上、動物がわずかでも理性を持つとしたならば、人間を
他から区別する唯一の特徴は精神性であった。人間は動物と違って
自らの動物性をより高い能力で制御できるのであった。しかし、激
情に負け、特に、獣的な流血の欲望に屈するならば、それも疑わし
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くなる。とりわけ､制御されない衝動が動物への残虐行為を伴うとき、
人間の動物性という恐ろしい問題が、耐えがたいほどに際立つので
あった。29
ターナーは、動物と人間の近接性が科学的知の発展からより意識され
るようになった時代に、以下のような考え方が広まったと指摘する。「科
学一生物学、心理学、社会学一によって、人々は、自分自身の動物
性に直面させられ、また、それが含む意味合いに悩まされることになっ
た。なんとかして動物的人間という幽霊を葬らなければならない。しか
しどのようにして。一つの答えは自制であった」30．ターナーによると、
イギリスにおける動物愛護という新しい「感性」の表出は､上記のような、
人と動物の関係性をめく、るジレンマを解消するための一つの心理的方策
でもあった。動物愛護の精神がイギリスで法制度化される最初の兆しは、
1800年の「牛いじめ防止法案(Billtopreventbull-baiting)」の提出であ
るとされる。この法案は、提出当初否決されたものの、その後1822年に、
通称マーティン法と呼ばれる「畜獣の虐待および不当な取り扱いを防止
する法律」として成立する。さらに、l835年にはいくつかの動物関連法
が統合される形で、「動物虐待防止法」が制定された。3」
そもそも動物の苦痛を減じ、保護するといった行為の奨励は、17世紀
半ばに、怒れる神と予定説を掲げるピューリタンに対抗して、英国国教
会が､神の働きに協力する手段としての「善行」を強調したことに始まる。
アングリカンたちは、慈善行為を行う際に人間の中に湧きおこる優しい
感情、慈悲心というものを特に重視していた。すなわち、施しなどの善
意を行った結果として湧きおこる心地よい自己満足の感情は、神が善行
を促すために人間に植え付けた「快い刺激」であり、そうした快い感情
が湧きあがることこそが、神の意志に適う正しい行動を取っている証拠
として解釈されたのである32･
こうした動物への「思いやりの精神」を宗教的観点から重視する考え
は、しかし19世紀を前に大きく変質していく。先述の牛いじめ防止法案
の提出は、18世紀末から19世紀初頭にかけて、イギリス国内で「他者へ
の痛みに思いをはせようとする新しい意識」33が芽生えたことを象徴す
(12)
る出来事であるとターナーは述べているが、その歴史的意義とは、おそ
らくそれだけにとどまるものではないであろう。すなわち、牛いじめを
残酷な行為として嫌悪し、禁止しようという発想には、人間の中の残酷
さを希求するような恐ろしい「獣性」を否定し、隠蔽しようとする心性
が、法制度という形で具現化したものとも考えられる。いうなれば、動
物を愛護するという行動は、人間の「非獣性」を繰り返し確認するため
の手段として利用された。つまり、保護という行為を通じて「動物のよ
うな残酷さを持たない私」であることを繰り返し表現し、確認する中で、
人間を動物を分けている高い「精神性」が維持されていることを強調し、
人間が動物の側に転落するという恐れを、無意識的に回避しようとして
いたのではないかと考えられるのである。
さらに、上記のように人間の側の「獣性」を薄め、制御するという努
力と同時に、別の場面では、動物の側の「獣性」を薄め、和らげること
で、人間と動物との近似性が持つ脅威を克服しようとする方策も取られ
た。例えばそれは､20世紀になって「獣(brute)」あるいは「野獣(beast)」
といった語が、動物(animal)の同義語としては用いられなくなったと
いうことにも表れている。こうした「英語の浄化」により、四足動物を
示す標準的な語は「動物(animal)」にほぼ固定され、「野獣(beast)」
といった言葉は、密林等に住む血に飢えた動物という意味を限定的に示
すようになった34。さらに、動物を「擬人的な」形で表現した銅版画や
小説、児童文学などを通じて、動物の「情緒的性格や、愛・忠実．感謝・
同情などの能力」への称賛がさかんに表現されていく。このようにイメー
ジの世界の中でも、動物のネガティヴな要素は様々な形で中和され、よ
り無害で、平和的なものへと変質させられていったと考えられるのであ
る35c
3．食人の暗示
ところで､上記の「動物と人種」をめく…る思想に加え、ここで映画「ザ・
コーヴ』をめく．る諸言説に影響を及ぼしていると思われるもう一つの西
洋的イメージについて触れておく必要がある。
溝上由紀氏は、『ザ・コーヴ」公開後、アメリカ、カナダ、英国などの
(13)
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英語圏で発行された約220件の英文記事において、『ザ・コーヴ』という
作品がどのように語られているかを分析しているが、その中で次のよう
に指摘している。
イルカ漁という日本の地域文化に対して、「野蛮である｣、「残酷であ
る」と断罪する欧米側からの一方的なラベル付けの言説は、かつて、
17世紀から19世紀の植民地主義時代に流布した、宗主国が、植民
地の言語を「野蛮である｣、「価値がない」と一面的に見なして抑圧
したときの言説とパラレルをなしている。何世紀もの時を経た現在、
欧米人が植民地主義時代とほぼ同じ､｢欧米（人､文化､言語）＝優等、
非欧米（人、文化、言語）＝劣等」という前提を当然視するかのよ
うな論理の言説を繰り返して、武力ではなく、価値観で世界を支配
しようとしているかのような現象は興味深い。36
この記述に示されるように、映画『ザ・コーヴ」賛美に傾く欧米側の主
張を、上記のように「植民地主義」言説、もしくは、ある種の「人種差別」
的意識の表出と考える日本の批評家は少なくない37。
確かに、「イルカを魚の一種と見るような人々の感性を、野蛮、非文明
として排除する」銘ような言説構造は、否応なしに、欧米列強による植
民地支配や文化帝国主義の歴史との関連を想起させる。中でも、そうし
た植民地主義的言説を形作るための代表的なモチーフとして、「食人（カ
ニヴァリズム)」という「風習」は、非文明的な「他者」を識別する一つ
の指標として伝統的に機能してきた。
もともと古代ギリシアにおいては、「仲問喰い」(alleopjagia)とは、
ヘシオドスが明言しているように、人間に関しては、神が定めた「徒
＝正義」(dike)からの逸脱であった。肉食という人間にとって「正
しい」料理コードからの過剰なズレが、食人なのである。それは非
ポリス的存在の極限においてなされる行為にほかならない。他方、
男＝戦士の役割を引き受け、男＝支配者に属さない生活を送るアマ
ゾンたちは、社会コードから逸脱しており、特定の時期に男と睦み
(14)
あうという点では､動物的で過剰な性生活を営んでいる。したがって、
このふたつの存在は異者についての古代人の表象のなかで、しばし
ば中心的な位置を占めたし、両者が隣人として描かれることもあっ
たo39
このように、同種の生き物を食す「仲間喰い」の一種である「人喰い」
のイメージの歴史は、古代ギリシアの時代にまで遡ることができる。山
崎カヲル氏によると、この「人喰い」のイメージと共に伝わるもう一つ
の伝説というのが、女性だけからなる部族、アマゾンの神話であった。
15世紀に入り、ヨーロッパが大航海時代を迎えた時、コロンブスやアメ
リゴ．ヴェスプッチらは、カリブ人の風習として食人をヨーロッパ諸国
に紹介した。その後、食人伝説とアマゾン伝説は、欧米の規範を逸脱し
た「他者」を規定する中で互いに融合し合う形で図像化される。例えば、
新大陸を象徴する図像として「人喰いの裸女」像が描かれるようになる
のである。
その古代ギリシアの伝説を起源とする食人のイメージは、アマゾンた
ちの、西洋的規範から「逸脱」した性生活と共に、動物的な野蛮さや秩
序の無さと直結する形で捉えられてきた。山崎氏は次のようにも述べて
いる。「人喰いはさらに、ポリネシアやアフリカで無数に「発見」される
し、アマゾンのイメージも、そうした地域の女たちの性的な過剰性とい
う神話のなかに保存されている｣。このように、「非文明的他者＝人喰い」
のイメージの影響は、「私たちの時代まで（中略）延長」され、ヨーロッ
パから見た「他者」に関する現代の想像力にも、継続的に影響を及ぼし
ている40o
とりわけ､宗教的儀礼としての食人は､「西洋的植民地主義が現地の「野
蛮』な習慣を糾弾し、自己の正しいキリスト教の教義によって矯正すべ
き他者の習慣」として、文書や視覚資料によって繰り返し表象され、「ゆ
えに、私たちの多くにとってステレオタイプとも化したイメージ」となっ
てきた41。ここにおいて食人は、西洋からの眼差しの中で、「異文化」の
後進性を象徴する行為となり、ゆえに、そうした残虐性をまだ克服し切
れていない「原始的な」人々の衝動を制御し、矯正することが、文明先
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進国であるヨーロッパ人に与えられた使命であるという考え方が、近代
以降の欧米列強による植民地支配の正当性を支えてきたのである。
そして実のところ、先述の「牛いじめ」の禁止を求める法律が1800年
にイギリスで提出されたという出来事にも、この伝統的な「食人」への
恐れが密接に関わっていたと考えられる。
意図的な動物いじめにおいて、単に不快であるだけでなく、ひどく
恐ろしいと思われたのはどのような点だろうか。（中略）社会改良主
義的な法学者サミュエル・ロミリーはそれを簡潔に言い表した。「動
物に対する残酷さは、一般的に、自分と同じ人間に対する残酷さに
導くことはよく知られている｡」この考えを菜食主義者ジョゼフ・リ
ントンほどに推し進めた人はほとんどいなかった。彼は、「動物を食
べることに慣れた人は、やがて、人間を食べないでいることができ
なくなる｣、特に、「焼いたり煮たりすれば」どちらもほとんど同じ
味がするのだから、と断言したものだ。42
このように、動物への残酷さを人間に対する残酷さと結びつけ、ひい
ては「人間を殺し、食す」というタブーと接合させるという想像力は、
18帥年代前後のイギリスである程度定着していたことが伺える。ここに
示されるのは、菜食よりも動物の肉を求める人々はより「野蛮」であり、
さらに、動物の肉を求める人よりももっと野蛮な人は、人間の肉を求め
る人になるという、食肉をめく,る人種間のヒエラルキーを想定する視点
である。
そして､実のところイルカを食べることの｢残酷さ」を糾弾する映画｢ザ・
コーヴ』をめぐる言説においても、こうした「食人」を軸とする野蛮と
進歩の伝統的ヒエラルキーの影は、しばしば見え隠れしている。例えば、
『ザ・コーヴ」に対する日本側の批判の中で、次のような記述がある。
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私は、イルカ保護のNPO関係者と「なぜ鯨やイルカの漁をしてはい
けないのか」について議論をしたことがある。彼らの主張は、「イル
カや鯨は賢いからだ」というものだ。そこで、「賢くなければ殺して
(16)
もいいのか」と聞き返したところ、明快な答えが無かった。43
ここに示されるのは、欧米人がイルカ殺しをタブーとする最大の「根拠」
が、イルカの賢さ、あるいは知能の高さであることへの、日本側が感じ
た戸惑いと違和感である。「賢くなければ殺してもいいのか」という反駁
から伺えるように、その動物の「知性」の高さが殺裁の是非を決める、
という発想は、少なくとも日本人にとっては、合理的な説明として受け
入れがたいものであろう。しかし、この一見不合理に見える考え方が、
欧米的文脈においては、伝統的に「正しく」、かつ当たり前のこととして
受容されてきた歴史があるというのも、また事実なのである。
特に、この「知能の高さ」という指標は、前節で述べた、人種間の序
列づけという場面においても大変重要な概念であった。18世紀の科学界
で強い影響力を持っていた「存在の大いなる連鎖」という考え方は、「段
階的な程度の差」“によって、生あるものの相互の差異を説明しようと
したが、この「差異」を肌の色ではなく、頭蓋骨の大きさ＝脳の大きさ
によって定量化しようとしたのが、19世紀中葉に発達した「頭蓋計測」
である。脳の大きさと人種の序列をと結びつける議論を具体的に打ち立
てたのは、アメリカのサミュエル・ジョージ・モートンであった。モー
トンは、自らの膨大な頭蓋骨のコレクションを計測し、頭蓋骨の大きさ
や形状の差異を、知能の優劣と結び付けて解釈することで、「近代コーカ
サス人種」を頂点に、「モンゴル人種」を中盤に、「ニグロ種群」を底辺
におく人間の序列を構築した45．
一方、こうした「知能」による人間の序列づけは、知能による動物の
序列化のシステムとも不可分であった。すなわち「知能が高い」とされ
る動物は、ゆえに動物の最高位に位置するとされる「人間」により近い
存在と解釈される。そしてこの時、「知能の高い」イルカのような動物を
殺し、食すことの出来る人間は、「食人」というタブーを冒しているも同
然であるとの連想が働き、ゆえに、「ザ・コーヴ』で糾弾された、イルカ
を殺す日本人は、「食人」に匹敵するタブーを冒し続ける野蛮な段階の人
間であるという判断がなされることとなる。
こうした連想の上に、「知能の低さ」と「野蛮さ」を、「犯罪」と結び
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つけようとするもう一つの西洋的伝統が折り重なってくる。すなわち、
上記の頭蓋計測が流行した時代には、「サルに似た犯罪者、サルに似た黒
人」という、犯罪者についての新しい考え方も広く支持されていた。そ
の当時、「生まれながらの犯罪者」たちは、人相学的見地から「劣等で野
蛮」な身体的形態を持ち、サルと似た黒人と同様に、「以前の進化段階」
に先祖がえりしていると捉えられた“。こうした伝統を背景に､映画「ザ・
コーヴ』においても、「食人」という「野蛮さ」の指標を持つと捉えられ
た太地町の漁師は、思想の「矯正」の対象となり、また危険な「犯罪者」
であるかのように描かれる。というよりもむしろ、そのように描くこと
こそが、19世紀以来の欧米的伝統の中で繰り返し正当化され、自然化さ
れてきたのであり、よって西欧的伝統と照らし合わせてまったく違和感
のない表現方法として、今日の欧米の観客にも容易に受け入れることが
可能となるのである。
こうした背景から垣間見えるのは、現代と19世紀的知の体系との間に
ある断層ではなく、この両者が、思想面では未だに驚くほど地続きであ
るという現状である。すなわち、歴史の中で降り積もった知の体系は、
パラダイムの転換によってまったく別の新しい体系によって置き換わる
のではなく、むしろ累積される形で降り積もっていく。そして、異なる
時代において形作られた発想は、大衆化された想像力のレベルで共存し、
互いに偶発的な影響を与え合う中で、新しい意味を再構成していくので
ある。
4．高知能動物の神話
一方､イルカの｢知性｣を強調し､またイルカの｢知能の高さ」を根拠に｢イ
ルカを殺してはならない」という主張が欧米社会で広く共有されるよう
になるより現代的な経緯については、また別の角度から説明することが
可能である。
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鯨＝イルカ＝イデオロギーには、イルカが知能が高いという言説が
しばしばつきまとう。その淵源はどこにあるのだろうか。ジョン･C･
リリーという人物がいる。1915年に生まれ2001年に死去した米国人
(18)
で、イルカと人間のコミュニケーション研究によってその筋では有
名な存在である。彼は1955年頃から、イルカは高い知能を持ち人間
と言語交流が可能との説を喧伝するようになった。47
『鯨とイルカの文化政治学」において、その著者である三浦淳氏は、「マッ
ドサイエンテイストのイルカ高知能説」という章の中でジョン･C･リリー
というアメリカの生物学者を紹介している。リリーは裕福な家庭に育ち、
カリフォルニアエ科大学に進んで物理学者を目指したが、その後生物学
に関心を移し、さらに脳や心に特に関心を寄せていたことから医学部へ
と移る。ダートマス大学医学部、ペンシルヴァニア大学医学部で研究を
続け､34歳で医学博士となったリリーは､1953年にNIH(国立保健研究所）
に招聰され、脳についての研究を続けるため神経生理学研究所を創設し
た。しかし、人間の脳では自由な実験が不可能なこともあり、やがて動
物の脳、なかでも鯨やイルカの脳に強い関心を持つようになる。1950年
代前半、鯨類の研究を進めていたリリーは、イルカが高知能を持つとい
う仮説を信じるようになる。そして、1958年にヴァージン諸島のセント
トーマス諸島で独自のイルカ研究に着手することを決め、私財と公的資
金を投じて、1960年にコミュニケーション研究書(CRII)を開設するに
至るのである。
このリリーのイルカ研究は、当初多くの研究者の関心を集めたが、イ
ルカの扱いに慣れていないことから何頭も死なせてしまうなど、初期の
段階では失敗続きであったようだ。三浦氏によると、リリーの研究は、
そもそもの発想が「イルカはゴリラやチンパンジーより大きな脳を持っ
ているから知性に優れているはずだ」という単純な前提からスタートし
ているなど、おのずと「時代の限界」を感じさせるものであった48．具
体的な研究としては、イルカの脳を切片化して顕微鏡で調べたり、ある
いは、イルカが人間の声を真似たり、イルカ同士が音声で情報交換を行
うことから、基本的には身体の動作で情報交換を行うヒト以外の霊長類
よりイルカは高等であり、条件によっては、ヒトとの意志疎通も可能に
なるという主張を行った49。
こうした初期の研究を経て、リリーは次第に、人間社会に対して厭世
(19)
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的になり、セントトーマス諸島でイルカ研究をはじめた時に得た二度目
の妻やその子供とも、次第に疎遠になっていく。この頃リリーは、イル
カは温厚で優しく、それに対して人間は、俗物で暴力的であるという偏っ
た考えを強め、それと比例してイルカを、宇宙的な知能を持つ平和の使
徒として極端に理想化するようになっていく。
一方、リリーの研究から導き出された「イルカ高知能説」は、その科
学的妥当性はともかく、新聞記事等に取り上げられたことで世間に広く
知られるようになり、次第に独り歩きを始める。例えば、「彼のイルカ研
究が新聞記事になると、しゃべれるイルカを描くマンガ家が複数現れた
り、異性に知的なイルカが住んでいるというSF小説が新聞に載ったり
した」のを皮切りに、アーサー･C・クラークの『イルカの島』(1963年）
や、マーガレット・セント・クレアの『アルタイルから来たイルカ」(1967
年)、ロベール・メルルの『イルカの日」(1967年）といった、イルカを
題材にしたSF小説が人気を博した50。
さらに、「イルカ＝人間の友達」という大衆的イメージを決定づけた
のが、1963年公開の映画『わんぱくフリッパー」である。映画公開後
の1964年には、同タイトルのテレビシリーズも始まった。映画と共にこ
のテレビシリーズは、日本をはじめ世界中で視聴され、放送が終了する
1967年までの3年間の間に、イルカと人間の間に存在する「特別なつな
がり」というイメージを、世界中の人々に強固に植え付けたのである。
その後、リリーはLSDとオカルト的なニューエイジにのめり込み、科
学の表舞台からは姿を消してしまう。このリリーの他に三浦氏は、リリー
の「後継者」と言われる天文学者カール・セーガンの「イルカ高知能説」
や、1988年の映画「グラン・ブルー』に代表される、イルカと人間の交
感をロマンティックに美化した映像作品などについても取り上げ、大衆
化された科学イメージの中で培われてきたイルカ＝鯨高知能説が、現在
の北米の人々の偏向した「イルカ＝鯨認識」を形作っていると指摘する。
三浦氏のこれらの指摘から見えてくるのは、少なくとも1950年代以降、
北米を中心として大々的に展開したイルカ（鯨類）高知能説は、実際の
科学と大衆的想像力とが混然一体となって結びつく中で、ある種反駁し
難い「幻想」として構築され、広く大衆の記憶に定着してきたという流
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れである。ちなみに、イルカ・鯨が高知能生物であるという発想は、19
世紀にさかんとなった、頭蓋骨の大きさから脳の大きさ＝知能を推し測
ろうとする「頭蓋計測術」の時代以来引き継がれてきた、脳の容積と知
能の相関関係についての伝統的信念が起源となっていると推察される51o
そして今後は、19世紀末から1960年代の北米科学界における脳の容積
と知能の関係性についての認識と、大衆レベルで拡散した動物の「知能」
に関する知識との間に見られる関係性と齪儲、あるいはメディアを通じ
たイメージ拡散の様相などについて、より子細に調査、検討する必要が
あると思われる。
5．まとめ
このようにこれまで､映画『ザ･コーヴ』をめく”る言説の中に内包される、
動物と人種の序列をめく、る思想、「食人」と植民地主義的他者をめく、る論
理、さらにイルカの高知能説を広めた文学や映画の存在といった要素の
相互影響についてまとめてきた。すなわち、映画「ザ・コーヴ』の欧米
的評価や解釈の言葉の基層に埋め込まれているのは、「存在の大いなる連
鎖」の思想に裏打ちされた、動物と人間の関係性についての知的体系、
またそれをもとに構築された19世紀以来の人種階層のイメージ、さらに
食人に代表される西洋社会から見た「野蛮」の概念と、「知能」を基準と
して人種と動物との序列化を推し進めるような思想的枠組みの痕跡であ
る。このうち「存在の大いなる連鎖」という概念は、五十嵐泰正氏曰く、
｢枝分かれ的な系統樹を導入したダーウィンの進化論によって、一直線的
な進化が否定され、次第に影響力を失っていった」32とされる。しかし、
進化生物学の分野において、あるいは科学的議論という文脈においては
そのように言えるのかも知れないが、大衆化された「進化」についての
イメージ､あるいは､科学的知が大衆化する中で派生した諸概念において、
｢存在の大いなる連鎖」の枠組みは、いまだに根強い影響力を有している
と思われる。これと関連して、進化生物学の第一人者である長谷川眞理
子氏は、進化をめく．る「大衆的な誤解」の存在について、以下のように
指摘する。
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自然淘汰や進化は簡単な話なのですが、進化生物学者でない人たち
と話していると、いろいろな誤解が広まっているように思われます。
(中略）その一つは、自然淘汰が､適応を生みだすように「目的をもっ
て」働いているという誤解です。（中略）もう一つ、よく見られる誤
解は、「進化が起こると生物はだんだんに進歩していく」という考え
でしょう。（中略）しかし、自然淘汰に目的はないのだし、進化は、
人間という「高等な」生き物を生みだすように進歩を重ねてきた過
程なのではありません。（中略）進化は、左のような梯子ではなく、
右に示したような枝分かれの過程です。現在、この地球上に見られ
るすべての動物は、ミミズでもハトでもイナゴでも、人間と同じよ
うに進化の最先端にいるのです。53
こうした科学者側の戸惑いに見られるように、進化理論が多くの人々に
とって「常識」と言えるほどに定着した現代日本においても、上記に示
された、地球上に見られるすべての動物が「人間と同じように進化の最
先端にいる」というようなイメージは、人間という頂点を目指して「進
歩」する生物という古来からのイメージを、完全に駆逐するまでには至っ
ていないようである。ただし上記のような「誤解」は､近年新たに広まっ
たものというよりも、時代の流れの中で累積した過去の認識やイメージ
が、人々の認識の中に様々な経路で入り込み、生き残り続けた結果と捉
える方が的確であろう。
このように､大衆化されたイメージとしての「科学」と、実際の「科学」
との間には、しばしば内容的な齪歸があり、そうした齪儲がなかなか修
正されない原因の一つが、歴史の積み重ねの中で蓄積されてきた文化的
想像力の厚みであり、またそれらを再生産し続ける文化装置の絶えざる
循環である。そして、そうした科学的知についての想像力がいつ、なぜ、
どのように生み出され、現代人の考え方や行動様式にいかなる影響を及
ぼしているのかという点は、人文社会科学と自然科学とを横断するよう
な「学際的」研究の拡張が叫ばれる昨今において、今後ますます重要性
を帯びたトピックとなるのではないだろうか。
その意味で、今回取り上げた映画「ザ・コーヴ』をめく、る諸言説も、
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19世紀以来の欧米的伝統の中で醸造された科学的知から派生した多様な
想像力と、無意識的なレベルで不可分に結びついている。そして今後、
イルカや鯨を獲るという行為について、「理解し合うのが困難なほど価値
観が異なっている相手と、苦しみながら少しでも妥協点を見出していく
作業」54を、日本と欧米諸国との間で少しでも進めていくためには、ま
ずはそれぞれの主張を正当化するように背後で作用している思想体系の
全貌を、その歴史的起源や個々の概念同士の複雑な相関関係も含めて、
一度丹念に洗い出す必要がある。その上で、対話を必要とする相手と再
度向き合った時、対話がそもそも成立するのか、あるいはどうにも不可
能なのかといった点も含めて、相互の主張問の距離というものをより正
確に把握することが可能となるのではないか。その意味で、イルカ漁に
ついて「野生動物に対する善意を振りかざして責め立ててくる欧米」と
｢深い議論」35をするというのは、現時点では、まだ先の段階であるとい
う気がするのである。
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